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しょうか(エ レミヤ8：22)。 この世的な泥沼か ら義の世

界へ抜け出す道はないのでしょうか。心の正直な人々に

対する主の招きの言葉が，今なお優 しくわた したちの耳

に響いて きます。「見 よ，わた しは戸の外 に立って，た

たいている。だれで もわた しの声 を聞いて戸をあけるな

ら，わたしはその中にはい……るであろう。」(黙 示3：

20)そ の戸口に名前を付けるとした ら，はた してどの よ

うな名前がよいで しょうか。わたしはそれを 「愛の扉」

と呼びたい と思います。
いや

愛は人の心を変え，また苦 しむ人々を癒す乳香 となり

ます。 しか し愛 は雑草のように育つ ものではな く，雨の

ように黙っていて も降ってくるというものでもあ りませ

ん。愛 を育てるには，それ なりの代価が必要なのです。

「神はそのひ とり子 を賜わったほどに，この世を愛 して

下さった。それは御子を信 じる者がひとりも滅びないで，

永遠の命を得 るためである。」(ヨ ハネ3：16)御 子すな

わち主イエス ・キリス トは，わたしたちが永遠の命 を得

られるようにするために，御 自身の命をささげ られまし

た。御父 とわた したちに対する主の愛は，それほどまで

に大きなものだったのです。

イエスはあの愛 にあふれた感動的な別れの言葉の中

で，愛する弟子たちに次のような勧告を与えられました。

こう説かれたのです。「わた しのいましめを心にいだい

てこれを守る者は，わたしを愛する者である。」(ヨ ハネ

14：21)そ して次の戒めは特に多 くの人々に影響を与え

ました。「わた しは，新 しいいましめをあなたがたに与
たがい

える，互に愛 し合いなさい。わたしがあなたがたを愛 し

た ように，あなたがたも互に愛 し合いなさい。」(ヨ ハネ

13：34)

小 さな子供でも，愛について学ぶことはで きます。子

供には聖文に書かれている深遠 な教えを理解するのは難

しいことで しょう。 しか し，次 に紹介する詩の内容はす

ぐに理解で きます。

「「母 さん大好 き』 と，

小 さなジョンが言いました。

でも自分の仕事はす ぐ忘れ，

帽子を取ると庭に出て

ブランコ遊びに夢中です。

水 くみ，まき運びはどこへや ら。

『母 さ ん 大 好 き』 と，

赤 い ほ っ ぺ の ネ ル が 言 い ま し た。

『口 で は 言 え な い く らい 大 好 き よ。』

で も一 日中 家 の 中 で い た ず ら した り， 怒 っ た り。

ネ ルが 外 へ 行 く と

母 さん は よ うや くほ っ と一 息 。

小 さなファンが 『母さん大好 き』 と

言いました。
き ょ う

『今 日は何でもお手伝いするわ。

学校が早 く終わってうれしいの。』

揺 りかごの赤ちゃんをあや して

静かに寝かせ，

それからそっとほうきを取 りに行 き，

床を掃いて部屋掃除。

忙 しくても楽 しい一 日。

子供にできる精いっぱいのお手伝 い。

『母 さん 好 き よ』 と3人 が

声 を そ ろ え て お や す み前 の ご あ い さ つ 。

母 さ ん は ど の 子 が い ち ば ん

自分 を愛 して い る と思 っ た で し ょ う。」(ジ ョ イ ・ア リ

ス ン 「IWhlch五 〇vedBes亡P「1「 どの 子 が い ち ば ん 」)

家庭 は愛に満ちた安 らぎの場所 でなければな りませ

ん。互いに尊重 し，礼儀正 しくし，大切にすることは愛

の表れであり，義にかなった家庭のしるしです。そのよ

うな家庭 を築いている父親は，『モルモン書』のヤ コブ
しっせき

書に書かれているような主の叱責を受けることはあ りま
はらから

せん。「あなたがたは，同胞である レーマン人 よりもひ

どい罪悪を犯 した。あなたがたは妻子の前 に良 くない手

本 を示 して，感 じやすい妻の胸を張 り裂けさせ，子供た

ちの信頼を失った。彼 らの心のむせび泣 きが神のみもと

に上って，あなたがたを訴えている。」(『モルモ ン書』

ヤコブ2：35)

第三ニーファイの中には，主の次の ような教えが書か

れています。「これまであった ような論争が，今後 は決

してあなたがたの中にあってはならない。……

まことに，まことに，あなたがたに言 う。争いの心を

持つ者はわた しにつ く者ではな く，争いの父である悪魔

につ く者である。悪魔は互いに怒って争 うように人々の

心 をあお り立てる。

見よ，互いに怒るように人々の心 をあお り立てるのは，

わたしの教義ではない。このようなことをやめるように

というのが，わた しの教義である。」(3ニ ーファイ11：

28-30)

愛のある所に論争はあ りません。愛があれば，争いは

起こりません。愛のある所には，神 もともにお られます。

わたしたちには皆，主の戒めを守る責任があ ります。そ

うすれば，聖文に書かれている教えが生活の中に実を結
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ん で き ます 。 ジ ョ セ ブ ・ス ミス は こ う教 え て い ま す 。

「幸 福 を得 る こ とが ， わ た した ち の 存 在 す る 目的 で あ り

目標 で も あ る 。 幸 福 は そ れ に 通 じる 道 を歩 む 人 に 与 え ら

れ る の で あ る 。 そ の 道 と は ， 徳 ， 高 潔 ， 忠 実 ， 清 さ， そ

して 神 の あ らゆ る戒 め を 守 る こ とで あ る。」(Teach加gs

of亡heProphe亡 ∫osephsmf亡h『 預 言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス の 教 え 』ジ ョセ ブ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミス 編 ，

pp.255-256)

ミ ュー ジ カ ル の 名 作 ， キ ャ メ ロ ッ トの 中 に は， す べ て
きさき

の人 に戒めとなる言葉が出てきます。后のギネビアにラ

ンスロットが横恋慕 したときに，アーサー王はこう言い

ました。「激情 に駆 られて夢 を台なしにしてはならない。」

また，すばらしい世界を夢見ていたアーサー王が語っ
せ りふ

た真理の言葉 として，次の ような台詞 が出て きます。

「力あることが強さではない。優 しさは弱さではない。」

この世の多 くの人は∫変革を叫び，助けの手が求め ら
ま

れている状況を目の当た りにして も，「これはあの人た

ちの責任だ」 とお定 まりの言葉 を口にするだけです。

家庭は愛 に満ちた安 らぎの場所でな ければなりませ

ん。愛のある所に論争はありません。愛があれば，争

いは起 こりません。愛のある所には，神 もともにおら.

れます。

「あの人たち」 という言葉 を用いるのが 間違 っているの

です。わた しが妊 きな考え方はこうです。「地上に平和

を作 ろう。そのためにはまず自分 から始めよう。」わた

しは次の話を読んだときに思わず涙 を流 してしまいまし

た。アメリカ東部の町に住むある少年の話です。この少

年はあるとき，道端に一人の浮浪者が寝ているのを見 ま

した。彼は家 に帰ると自分の寝室からまくらを持って来

て，それを見ず知 らずの浮浪者の頭の下にそっ と置いて

あげたのです。この少年は遠い昔に語られた 「わたしの

兄弟であるこれ らの最 も小 さい者のひ とりにしたのは，

すなわち，わた しにしたのである」(マ タイ25：40)と

い う主の喜びの言葉を聞いたのではないでしょうか。

愛と思いや りの精神 をもって飢 えた人に食物 を与え，

裸でいる人に衣服を着せ，家のない人を温か く迎える人

に賛辞 を贈 りたいと思います。すずめ1羽 の死にも心 を

留めてお られる御方が，そのような行いに心 をかけて く

ださらないはずがありません。

励 ましを与えようとする望み， 自発的に助けようとす

る心，施 しをする慈悲深さは愛に満ちた心から生まれま

す。ある母親の話を思い起 こす と，愛に満ちた思いや り

の心がなぜか胸 を満た します。

数年前のことです。一人の友人が他界 しました。ほか

のだれ よりも人々に援助の手を差 し伸べ，賛辞を贈 り，

自分の時間と才能 と持てる物を惜 しみなく与えた人で し

た。名前をルイスと言います。彼はかつて次のような感

動的な話をして くれました。

ルイスの母親がこの世を去ったときでした。彼女はい

つ も穏やかな言葉遣いをす る，優 さしい母親で した。が

っしりとした体つ きの息子たちや愛 らしい娘たちに，経

済的には何 も残せ ませんでしたが，模範 犠牲，従順と

いう点では，豊かな遺産を残 しました。葬儀では故人を

しのぶ賛辞が述べ られ，墓地へ続 く悲 しみに満ちた旅も

終 え，子供たちは母親の残 したわずかな所持品を整理 し
かぎ

ていました。ルイスはあるメモ と鍵 を見つけました。メ

モにはこう指示があ りました。「寝室の隅にある ドレッ

サーのいちばん下の引 き出 しに小 さな箱が しまってあ り

ます。わたしが心か ら大切 にしている宝物が，中に入っ

てい ます。鍵はその箱を開けるためのもの。」ルイスの

弟が言い ました。「母 さんが鍵 までかけて保管する貴重

なものって，何だろうね。」妹が言いました。「随分前に

父さんを亡 くしてか ら，母さんには，世俗的な意味での

財産なんてほとんどなかったはずよ。」

彼 らは ドレッサーの引き出しから大切に しまわれてい

た箱を取 り出し，鍵を使っで慎重に開けました。中身は

何だったで しょう。現金で も，権利証でも，高価 な貴金

属で もあ りません。ルイスが箱の中から手に取った もの





いました。わた しはが らんとした礼拝堂の中でメリッサ

と会いました。彼女はわたしの肩に手を置 くと，涙を流

し始めました。わたしは驚いて， どうして泣 くのかと尋

ね ました。すると彼女 はこう答 えました。「初等協会 の

開会行事のときにどうしても トレイル ・ビルダーのクラ

スの男の子たちを静かにさせ ることがで きないの。 トミ

ー，あなたの助けがほ しいの。」わた しは 「分か りまし

た」 とメリッサに約束しました。問題はす ぐに解決しま

した。 どうしてそんなに早 く解決 したのか，わた しには

理由がよく分か りませんでした。 しかしメリッサには当

然の結果で した。彼女が働 きかけたのは問題の張本人で
かぎ

あ る わ た し だ っ た か らで す 。 愛 が 問題 解 決 の鍵 で した 。

そ れ か ら何 年 もた ち ， あ の す ば ら しい メ リ ッサ は す で

に90歳 を 過 ぎ， ソ ル トレー ク ・シ テ ィー の 北 西 部 に あ る

老 人 ホ ー ム に 身 を寄 せ て い ま した 。 も うす ぐ ク リス マ ス

とい うあ る 日 ， わ た しは ， 大 好 き だ っ た メ リ ッサ を訪 ね

て ， そ の 老 人 ホ ー ム に行 っ て み よ う と思 い 立 ち ま した 。
あめ

自動車のラジオから流れて くる 「天にはさかえ み神に

あれや」 という歌声を聞きなが ら，わたしは遠い昔の博

士たちの物語を思い出 していました。博：士たちは黄金，
もつや く

乳香，没薬 などの贈 り物 をささげました。 しかしその と

きのわたしにあったのは，彼女への愛 と感謝の言葉を伝

えたいという気持ちだけでした。

メリッサは老人ホームの食堂にいました。彼女は皿を

じっと見詰めなが ら，年老いた手に持ったフォークでそ

こに盛 られた食べ物 をつついていました。でも，一口 も

食べてはいません。わた しは話 しかけましたが，彼女は

優 しい， しかしながらぼんや りとした表情でわたしを見

ているだけでした。わた しはフォークを取って彼女の口

に食べ物 を運んであげ，その間ずっと彼女が初等協会の

会長 として子供たちのために一生懸命働いて く.れたこと

について話 し続けました。 しか し彼女はわた しの話にう

なず きもしなければ，一言 も返事をしません。けげんそ

うな顔 をしてわた しを見ていた同じ老人ホームの二人の

老人が，「彼女に話 しかけても無駄 よ。自分の家族さえ

忘れてい るのだか ら」 と言いました。「ここに来てか ら
一言 も口を利いたことがないのよ

。」

やがて食事 も終 わり，わた しはその一方通行の話をや

めて家に帰ろうと立ち上が りました。彼女のか細い手 を

握 り， しわの寄った しかし麗 しい顔をのぞ き込んで 「メ

リッサに，神の祝福があるように。メリークリスマス」

と最後のあいさつ をしました。す ると驚いたことに，彼

女がロを開いたのです。「わた し，あなたを知 っている

わ。初等協会のクラスの トミー ・モ ンソシで しょ。ほん

とうに愛 しているわ。」そ して彼女はわた しの手に愛の
ほお

こもったキスをして くれ ました。彼女の頬に涙が伝 い，

握 り合った二人の手の上にこぼれ落ちました。その日，

わたしたちの手は神によって清め られ，美 しい涙で飾 ら

れたのです。天使たちの歌声力澗 こえ くるようで した。

外に出ると，空は目の覚めるような青い色をしていまし

た。そ して空気 はすがすが しく，.雪は輝 くばか りの白さ

をたたえていました。わた しは主の次の言葉をかつてな

いほ どに親 しく感 じました。「婦人 よ，ごらんなさい。

これはあなたの子です。」それか ら主は弟子に言われま

した。「ごらんなさい。これはあなたの母です。」(ヨ ハ

ネ19：26-27)

人，皆眠 りて 知 らぬ問にぞ

主なるキリス トは 生まれたもう

あしたの星 よ うたいまつれ

神にはみ栄え 地に平和 と

くす

主のたまものこそ 奇 しけれや
くだ

静かに恵みの 露は降る

罪のこの世に かかる恵み
あめ く たれ

天 よ り来 べ し と 誰 か は 知 る

(「あ あ ， ベ ッ レヘ ム よ」 『賛 美 歌 』122番)

すば らしい贈 り物が与えられ，天の祝福が注がれまし

た。キ リス トが，愛 という名の扉を通って入って来 られ

たのです。□

ホ ー ム テ ィー チ ャ ー へ の 提 案

① わたしたちは周囲の世俗的な事柄に心を奪われる
必 要 は あ りませ ん 。 主 に 心 を 向 け る こ とが で き ます 。 主

は こ う言 わ れ ま し た 。 「わ た しは 戸 の 外 に 立 っ て ， た た

い て い る 。だ れ で もわ た しの声 を 聞 い て 戸 を あ け る な ら，

わ た しは そ の 中 に は い … … る で あ ろ う。」(黙 示3：20)

② 主の声 に耳を傾けるよう人 ・に働 きかけるには，

わた したちは愛の扉を開ける必要があります。愛は人の
いや

心 を変え，また苦 しむ人々を癒す乳香 となるか らです。

③ 愛には代価が必要です。愛に満ちた蛎 嫁 庭は
論争や争いを遠 ざけます 。愛のある生活は暴力を締め出

し，激1青に駆 られて夢を台なしにするのを防 ぎます。そ

して，哀れみと愛に満ちた思いや りの心 をもたらします。

④ 愛に満ちた生活や家庭 は，次のようなメッセージ
に心を向けます。「地上 に平和 を作ろう。そのためには

まず自分から始めよう。」
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ボケツトナイフ
匿 名

の ポ ケ ッ トナ イ フ は ，棚 か らひ もで つ る さ れ て ，

そ ずっとクロ.一ゼ ットの中に置かれたままで した。

時々，クローゼ ットの床から何かを取ろうとして，ひざ

をかがめると，そのナイフが頭に当た ります。これまで，

ほんの数回だけ，そのナイフを使おうと思ったことがあ

ります。キャンプのときや，パ ンを切ろうとしたときな

どです。 しか し，実際に使 うことはあ りませんでした。

わたしは，こんなナイフが欲 しい とずっと思っていま

した。そのナイフはサイズもわたしの好みにぴった りで

したし，取っ手の部分は，鹿の角でできていました。 し

か し，ナイフはつるされたまま，振 り子のように揺れる

だけで，使われることはあ りませんでした。わたしはほ

んの2，3回 ，そのナイフを実際 に手に取 ったことはあり

ます。その鋼の刃と付属品の部分を一つずつ開いてみま

した。 ここウルグアイの気候の中で，そのナイフは， も

うすでに少 しさび始めていました。

わた しは随分以前に，そのナイフは絶対に使 うまいと，

決心 していま した。まず第1に ，そのナイフを手に取る

度に，わたしの良心が痛んだか らです。2番 目の理由は，

もし自分がそのナイフを使った ら， 自分にとってかけが

えのない親友を失って しまうという危険を冒すことにな

るからです。もうお分か りのように，そのナイフはその

親友の ものだったのです。わた しがそれを盗んだのでし

た。

それはほんとうにあっという間の出来事でした。わた

したちの支部の青少年の グループが集 まっている とき

に，たまたまちょっと慌ただ しい時間があったのです。

その とき，アリエルは自分のナイフがなくなったことに

気づ きませんでした。そしてそのナイフがわた しにとっ

て大 きな心の痛みになりました。

それからの2年 間 とい うもの，わた しはそのナイフの

ことが片時も頭から離れませんで した。そのつ らい経験

を通 じて，わたしはどんな状況 にあっても，自分の持ち

物でもない物を取るような過ちは二度 と繰 り返すまいと

決心 していました。 しかし，そのナイフ自体について言

えば，わた しの心は揺れ動いていたのです。再三再四悩

みなが らも，そのナイフをどう処理 した らいいのか，決

めかねていました。

ところが今 になって，そのナイフについて考えなけれ

ばならない，新たな理由が舞い込んだのです。わたした

ちの祭司定員会では，ワ ー ドのローレルクラス と一緒に

ファイヤサイ ドを開 く準備 をしていました。そのファイ

ヤサイ ドは，日曜日の午後に開かれることにな りました。

そ して祭司たちが，福音のある原則 に焦点 を当てて，研

究発表をすることになったのです。

わた したちが選んだ原則 は 「悔い改め」で した。そ し

て，一人一人が罪の悔い改めについて，その段階を一つ

ずつ説明していくことにな りました。つ まり，何か間違

ったことをしたと認識す ること，それを後悔すること，

告 白すること，償 うこと，二度 と同 じことをしないと決

意すること， という段階です。幸か不幸か，わた しには

償い というテーマが与えられました。

もちろん，わた しはす ぐにポケ ットナイフのことを思

い出しました。一体 どうしたらいいのでしょうか。ウル

グアイではほかの教会員と交わる機会が限 られているた

め，ファイヤサイ ドを欠席 した り，友達と一緒 にいる機

会を自ら捨てた りするようなことは，考えも及びません。

でも，ナイフを盗んでしまったという罪の意識が 自分の

心におもしのようにのしかかっている状態のときに，償

いだとか悔い改めについて語れるで しょうか。

結局，わたしはクローゼ ットのひもか らそのポケッ ト

ナイフを外 し，見た目だけでも新 しくしようと，あらゆ

ることを してみ ました。クレンザーと潤滑油 を混ぜ て，'

付属品を一つずつ磨いてみた り，以前 アルバイ トをした

ことがある工場の機械工に相談 して，溶剤で洗浄してみ

たりもしました。 しか し，すでにさびが金属の中まで入

り込んでいて，ナイフを昔 どお りにするのは不可能で し

た。
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数年 前か らその 珍 しい英 語 名 を使 い

だ した ラ ンボー も， 自分 の改 宗 に姉 の

影 響 が あ っ た こ と を認 め ます 。 「まだ

バ プテス マ を受 けて い ない の に，小 さ

な と きか ら毎 週 日曜 日にベ ル と教 会 に

行 き始 め ま した」 と彼 女 は思 い起 こ し
せいさん

ます 。 「で も， 聖 餐 は取 りませ ん で し

た。」

ここか ら物語 は意外 な展 開を見せ ます6

「教 会 員 の多 くは， わた しを教会 員

だ と思 い込 んで い ま した」 と彼 女 は言

葉 を続 け ます。 「.宣教 師 が教 え て い る

求 道 者 た ち を フ ェ ロー シ ップ す る よ

う， よ く会 員た ち か ら頼 まれ た もの で

す。 わ た し自身 も求 道 者 だっ たの に で

す。 そ れか ら年 が たつ につ れ， わ た し
あかし

の証 も強 ま り， 教会 につい て さ らに学

んでい った のです 。」

1990年 ， ラ ンボ ー はつ い にバ プテ ス

マ を受 け， 今度 はベ ル と協 力 して， サ

イモ ン と4人 の姉 た ち， マ ンデ イ， メ

イ， ア ンジ ェラ， ア グネ ス に福 音 の 原

則 を教 える こ とにな りま した。 毎 週 日

曜 日は教会 で ，今 度 は 「正 式 に」 求 道

者 の フ ェ ロ ー シ ップ を続 け ま し た 。

「子 供 の こ ろ は， 遊 ぶ こ と， 楽 しい こ

とが好 きで した。 で も， 大 き くな るに

つれ て，証 を， それ も真 の証 を得 る こ

とが で き ま した。 そ の証 をほか の人 々

に伝 え たか った ので す」 とラ ンボー は

言い ます。

ラ ンボー が最初 に福 音 を伝 えた い と

思 った のは ，姉 の ア グネス で した。 彼

女 はア グ ネス を教会 に誘 い ま した。 ラ

ンボ ー よ り2歳 年 上 の アグ ネ ス は， 次

の よ う に言 い ます。 「初 め て教 会 に行

った ときは，か な り退屈 に感 じま した。

宣 教 師 た ち と話 す のは楽 しか った ので

す が ，教 会 につ い て話 したい とは思 い

ませ ん で した。 で もラ ンボー は， わ た

しが福 音 を もっ と理 解 で き る よういつ

も助 け て くれ ま したpま た， ベ ルが教

会 に対 して とて も真 剣 に取 り組 み ，多

くの犠牲 を払 う姿 を見 て ，わ た しも よ

うや く教 会 につ い て勉 強 す る決心 を し

ま した。 それ に， ラ ンボ ーが 教会 か ら

良 い影響 を受 け始 め たの が分 か る よ う

に なっ てい ま したか ら。」

ラ ンボ ーは ，サ イモ ンに も福音 につ

い て話 し，彼 がバ プ テス マ を決意 す る

の を助 け ま した。

家族 へ の福音 の 分 か ち合 い は，次 の

よ うに広 が ってい きま した。 まず二 人

の 宣教 師 がベ ル と話 を しま した。ベ ル

は教会 に入 り， ラ ンボ ー をフ ェ ロー シ

ップ し始 め ま した。 ラ ンボ ーが バ プテ

ス マ を受 け， アグ ネス とサ イ モ ンに福

音 につ い て話 しま した。 そ してア グ ネ

ス とサ イモ ンがバ プテ スマ を受 け ，次

に 長 女 の マ ン デ イ と メ イ とア ン ジ ェ

ラ，両 親 がそ れ に続 いた ので す。

サ イモ ンは，福 音 を真 剣 に学 び始 め

た ころ の こ とを 思 い 出 す の が 好 き で

す 。 初 めて祈 った ときの こ とを今 で も

覚 えて い ます。 「ど うや って祈 るのか ，

何 を言 った らよい のか も分 か りませ ん

で した」 と彼 は 回想 します 。 「で も祈

る と， いつ もす ば らしい気 持 ち に な り

ま した。」

教 会 に入 る前 ， サ イモ ンに とって 日
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曜 日は，休 ん だ りリ ラ ックス した りす

る 日で した。 朝 は たい て い起 きるの が

遅 く，起 きてか らは友達 とサ ッカー を

して い た もので す。 今 で は，友 達 は安

息 日に は試合 に誘 い に来 よう とも しま

せ ん。 「友 達 に は， もうそ うい うこ と

は しな いん だ と言 っ てあ ります し， な

ぜ ぼ くが 日曜 日に サ ッ カー を しない の

か， そ の代 わ りに何 を してい るのか を

よ く分 か って くれ て い ます」 と彼 は言

い ます。 サ イ モ ンは ， 日曜 日を教 会 の

集会 に出席 した り，聖 文 を読 ん だ りし

て過 ご します。 「『モ ルモ ン書 』 を勉 強

す るの が大好 きで す。 特 に， リーハ イ

と彼 の信 仰 につ い て読 む のが 好 きなん

です 。 ぼ'く自身の信 仰 が まだ強 い とは

言 え ませ んか ら， ほ ん と うに強 い信 仰

を持 った 人 につ いて 読 むの が助 け に な

る んで す。」

ベ ルは ，福 音 のお か げで家 族 が 受 け

た 良 い影響 につ いて 話す の が好 きです

が ，皆 か らどん な に褒 め られ て もそれ

が 自分 の力 に よる もの だ とは思 い ませ

ん 。 彼 女 は 次 の よ う に言 い ます 。 「自.

分 が どれ だ け家族 の助 け にな れ たか は

分 か りませ ん。 で も天 の お父様 が 彼 ら

をほ ん と うに助 け て くだ さ った こ とは

確 か に知 って い ます。」

しか し，ベ ルの家 族 は ，彼 女 の果 た

した役 割 をその 程度 には考 えて い ませ

ん。 なぜ な ら， 毎 晩夕 食 の テー ブ ルを

囲む 度 に，互 いの顔 に， ベ ルが福 音 を

分 か ち合 って くれ たお か げで 得 られ た

す ば ら しい 影響 をは っ き り と見 る こ と

がで きるか らで す。 □







一

エブリンの

ための

書物
テ レサ ・ウルフ

夫
のただ一人の妹，エブリンは教会の会員ではあ

りませんで したが，家庭内の深刻 な問題 につい'

てよ くわたしたちに手紙で知 らせて くれました。わた

したちは気落ち してい る彼女 のことを案 じなが らも，

どうしてあげることもで きず，気がか りでな りませ ん

でした。

わた しは彼女のために祈 るようにしました。 また霊

感を得 られるよう，夫の ピーターとともに神殿に参入

しました。そ して，心か ら導きを求めました。「義理の
み

妹 を助けるにはどうすればよいでしょうか。」答えは御
たま

霊 に よ っ て 与 え ら れ ま し た 。 「エ ブ リ ン に手 紙 を書 き，
あかし

その中で 「モルモ ン書』について紹介 し，証をしなさ

い。そ して彼女の家に宣教師を送 りなさい。」

ピーターは，宣教 師を行かせ ることについてため ら
みこころ

っていましたが，それが主の御心であるとわたしは知

っていました。翌朝 わた しは手紙 を書 き，ポス トに投

函 しました。

エブリンから何の返事 もないまま数日が過 ぎました。

わた しは次第に気を もんだ り，い らい らした りするよ

うになりました。あの手紙 で傷 ついて しまったのでは

ないだろうか。その内容に気分を害 してしまったので

はないだろうか。わたしは彼女の反応が とて も気にな

ったの.で， ピー ターに電話 をかけて くれるよう頼 みま

した。その電話の中で，エ ブリンは自分の身に何 が起

こづたのかを話 して くれました。

わた しの手紙が届 いた 日は，エブリンにとって とり

わけひどい1日 で したQ1彼 女は，抱えている問題に押 し

つぶ されそ うになっていま した。 うつ病 と自殺 を採 り

上 げたテレビ番組を見ていましたが，苦 しみは和 らぎ

ませんでした。やっと心に平安 を感 じられたのは，昼

食を取るために学校か ら戻 った息子が，ポス トの郵便

物 を持って来て くれたとぎで した。その中にわた しの

手紙 も入っていたのです。
ほお

手紙を読むエブリンの心 に御霊が語 りかけ，彼女の頬

に涙が伝いました。この ような困難な状況か ら救 ってく

れるようだれかに，あるいは何かにずっと祈 り続けてき

た彼女で したが，祈 りが聞き届けられているかどうか分

か りませんでした。 しか し送 られて きた手紙を読むうち

に，天父が 自分のことをほん とうに気にかけて くださっ

ていると知ったのです。彼女の心 は喜びではち切れんば

か りにな りました。

御霊 によって言葉にならないほどの平安を受け， どう

したらよいのか，わた しの手紙にどう返答 してよいのか

分か らなかった， と話 して くれました。 わた しはまず

『モルモ ン書』 を毎 日読 むように勧めましたが，彼女は

その勧めを実行 して くれ ました。そ して1週 間後 には彼

女の住んでいる町の教会の指導者 に電話をし，宣教師を 亀

送ってもらうように手配しました。

エブリンは，「モルモン書』を読み，すばらしい宣教

師の助けを受ける中で， 自分の生活が変わってい くのに

気づ きました。宣教師の レッス ンを熱心 に学び，知恵の

言葉に従った生活を始めると，夫婦の関係 も改善されて

い くのが分か りました。 こうして，エブリンは心に平安

を感 じられるようになったのです

彼女の家族の生活がこのような幸福で満たされ，良い

影響がもたらされました。 もちろんエブリンの日々の問

題がな くなったわけではあ りませんが，物の見方が変わ

ってしまったのです。キリス トを生活の中心 とすること

により，新 しい人に生まれ変わったのです。

ピー ターはまさか 自らの手で妹 にバ プテスマを施 し，

確認の儀式を行 う日が来る とは思い もしませんで した。

心か ら愛する人にかけがえのない贈 り物を したことで，

わたしたちは想像をはるかに超えた喜びを感 じることが

できました。『モルモン書』が祈 りの答えだったのです。□
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神
はすべ ての神権時代 において預 言者 に命 じ，神

の子 らの中に潜 む悪の力 について警告 を与 えて

こられました。末 日の時代に住むわた したちは，生ける

預言者に加えて，悪に打ち勝つ方法 を教えるために備え

られた古代の聖文の恩恵を受けています。エズラ ・タフ

ト・ベンソン大管長はこう宣言 しています。「「モルモ ン

書』はキ リス トの敵 を暴 きます。……そ して，キリス ト
けんそん

に従 う謙遜な人々に現代の悪魔の悪 しき企てや策略，教

義に対抗する力を与えてくれるのです。」1

サタンは前世で天の御父の前か ら追放 されて以来，義

の根源であられる御父に常に敵対 して きました。サタン

は 「あらゆる偽 りの父」(2ニ ーファイ2：18;エ テル8：
か しら

25)で あ り， あ ら ゆ る 罪 の 「根 源 」 で あ り 「頭 」 な の で

す(ヒ ラマ ン6：30;モ ー サ ヤ4：14)。 サ タ ンの 計 画 は ，

御 父 の 子 供 た ち に 自分 が 味 わ って い る と 同 じ悲 惨 を 味 わ

わせ る こ と で す 。 『モ ル モ ン書 』 に は ， サ タ ンが ど の よ

う に して 人類 に対 して 力 を振 る う よ う に な っ た の か ， ま

預言者である弟=：一ファイに反感を持ったレーマンやレ
こんにち

ムエルのように ，今 日たくさんの人々が主に油注 がれ
しもべ

た僕たちの決定や指示に疑念を抱いています。

たわた したちがどうした らサ タンの攻撃に対抗で きるか

が書かれています。以下 にサ タンの策略の幾つか と，

『モルモ ン書』が教えるサタンか ら身を守る方法の数々

をご紹介 します。

この世の知恵に頼る

サ タンの策略

サ タンは初期の時代に授けられた 「分か りやす くて貴

い」多 くの真理を取 り去 りました。そのため現代の人々

は霊的に 「つ まず 〔く〕」可能性が生 じています(1ニ ー

ファイ13：29)。 「モルモ ン書』とほかの近代の聖文はそ
かつ

れ らの真理を回復 してはいますが，「悪 しき者のあの狡
かつ

猜 な 策 謀 」 に よ り人 々 は ， こ の 世 の知 識 に富 む よ う に な

る と神 の 啓 示 や 預 言 者 の 勧 告 に は従 う必 要 が な い と考 え

る の で す(2ニ ー フ ァ イ9：28)。

ヤ コブ の 時 代 に多 くの ニ ー フ ァ イ 人 を欺 い た 反 キ リス

ト者 シ ー レ ム は ま さ に この 例 で す(『 モ ル モ ン書 』 ヤ コ

ブ7：1，23参 照)。 同 じ よ う に して 今 の 時 代 の あ る人 々

は， 巧 み な言 葉 と学 識 を利 用 して 教 会 員 を だ ま し， 主 に
しもべ

油注がれた僕たちの決定や指示に疑念を抱かせようとし
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ています。またそのような人々は，教義の変更や道徳的

標準の緩和を要求することもあ ります。悲 しいことに，

これらの人々の影響で不活発 になった り，背教 にまで陥

った りした人もいます。聖文を研究 し理解するに当たっ
み たま

て御霊の光に照 らされていないからです。

サタンとサタンに従 う者たちは，人々の悪を知覚する

力を狂わせ ることにもその欺 きの力を使います。イザヤ

はこう書いています。丁悪を善と呼び，善を悪 と呼 〔ぶ〕

者は災いである。」(2ニ ーファイ15：20)レ ーマ ンや レ

ムエルか らノア王，ガデアントンの強盗団まで，『モル

モ ン書』にはこの価値観の転換の例が数多 く見られます。

わた したちの社会 も例外ではあ りません。音楽や映画，

結婚，服装の標準，そのほか生活のいろいろな分野で価

値観の転換が起こっています。健全でつつましく人を高
ちょうしょう

めるはずの ものが しばしば嘲笑やさげすみの的にな り，

逆 に下品で卑 しむべ きものが高 く評価 されているので

す。

怒りと争い

ま た 人 々 は悪 魔 の 力 に よ り「善 い こ と に対 して 怒 〔る〕」

よ う に な ります(2ニ ー フ ァイ28：20)。 例 え ば邪 悪 な レ

ー マ ン人 は キ リス トの 福 音 に改 宗 し た 兄 弟 姉 妹 に対 し て

怒 り を 募 らせ ， 彼 ら を 殺 そ う と し ま した(ア ル マ24：

1-2，19-22，30;25：1参 照)。

悪 が ます ま す そ の 勢 い を増 す現 代 の世 界 は ， 悪 を善 と

見 る の み な らず ， 義 に か な っ た 人 々 や 原 則 に対 して 怒 り

や憤 りを抱 き ます 。 七 十 人 で 現 在 は名 誉 中央 幹 部 の ウ ィ

リア ム ・グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー ター 長 老 は こ う述 べ て い ま
かんいん

す。「そのような邪悪な行為 〔姦淫やポルノグラ7イ ー

にふけること〕について も 〔それにかかわる人々は〕そ

んなに悪いことではない と言います。世の中の実に多 く

の人々が容認 しているのに，受け入れなかった り公然 と

反対 したりすれば物笑いの種 になると言 うのです。そ し

て，紳士淑女ぶっている，頭が古い，いやに厳格で独善

的な人間だと，まるで自分が罪人にで もなったかのよう

に呼ばれ 〔る〕のです。」2

争いは怒 りの一つの形態ですが，特 に危険なものです。

救い主はこう警告 されました。「争いの心を持つ者はわ

たしにつ く者ではなく，争いの父である悪魔につ く者で

ある。」(3ニ ーファイ11：29)争 いの心が高 じると家庭

内の対立や隣人とのいさかいに発展 します。ま∫た国家間

の戦争や抗争の炎を燃え上が らせることもあ ります。

罪の中に幸福を求める

現代の世の中で悪の勢力が教えるごとの一つは，罪悪

の中に幸福があるということです。レーマン人サムエル

は，罪の中に幸福を求め続けるとどのような運命が待っ

ているかをニーファイ人に警告 しました。

「しか し見よ，あなたがたの試 しの日はすでに過ぎ去

った。あなたがたは自分の救いの 日を引 き延ば したの

で， とうとう永遠 に間に合わな くなって しまい，あなた

がたの滅亡は確定してしまった。まことに，あなたがた

は手に入れることのできないものを，生涯をかけて求め

てきたのである。あなたがたは，罪悪 を行いなが ら幸福
か しら

を求 め て き た 。 そ れ は わ た した ち の 大 い な る 永 遠 の頭 の

内 に あ る， あ の 義 の 本 質 に反 す る こ とで あ る 。」(ヒ ラマ

ン13：38)
こんにち

今 日わたしたちの周囲には，幸福の源 として悪 を描い

た広告や映画，書物がはんらん しています。アルコール

や麻薬，不倫 なども，安易です ぐに得 られる快楽 と満足

の代表の ようなものとなっています。そして，罪 によっ

て実際に引き起こされる苦痛や悲しみ，苦 しみが描かれ

ることはめったにないのです。

悪を無視すること

幸 福 に つ い て の 誤 っ た 概 念 と同 時 に ， サ タ ンは 「悪 魔

な ど い な い 」 とい う う わ さ を広 め ま す(2ニ ー フ ァ イ

28：22参 照)。 こ の サ タ ン否 定 の 例 や ， そ れ に よ っ て
あん ど

人々の心 に誤った安堵感が生 じた例は，枚挙 にい とまが

ないほどです。福音への信仰 を公言 しなが らも，あたか

もサ タンが存在 しないかのような生活をしている人々も

います。

また，悪魔 という概念は人が勝手 に作ったもので，恐

怖感 を与えて人を支配 しようとする手段にすぎないのだ

と言う人 もいます。その ような考えは， リングに上がっ

たボクシングの選手が，敵に連打 を浴びなが らも，敵な

どいないと思い込んでいるようなものです。
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悪がその勢いを増す現代の世界は，悪を善 と見るのみな

らず，義に対 して怒りや憤 りを抱きます。『モルモン書』

の預言者アビナダイは、当時はびこっていた悪の力に挑
あか し

み，自らの証のために死刑に処せられました。

霊的な無関心状態

サ タンはわたしたちが神 とコミュニケーシ ョンを図ろ

うとするのを妨害 したい と願っています。そのため，わ

たしたちが祈 りを忘れた り祈 らずに時を過 ごした りする

ように，あらゆる手を尽 くして働 きかけます。ある人々

には祈 らな くて も大丈夫だ とい う誤 った 自己満足 を与

え，ある人々には，重大な背 きを犯 した者は祈っても仕

方がない と思い込ませ るのです(2ニ ー ファイ32：8参

照)。

この無関心 ならびに 「すべてが良い」(2ニ ーファイ

28：21)症 候群は，わた したちが避けなければならない

も う一つのわなです。デ ビッド ・0・ マッケ イ長老はこ

う述べています。「今世紀の危難は霊的な無関心状態で

ある。」3積極的に義 を求めることを怠れば，悪を選んだ

場合 と同じように昇栄を棒に振 ることになるでしょう。

合理化

ニーファイはわた したちに，神が 「少 しの罪を犯す こ

とは許 して くださる」(2ニ ーファイ28：8)と は考えな

いように警告 しました。合理化 は軽度な悪の口実 として

人々が よく用いるものです。わたしたちは次のような言

葉をよく耳にします。「この音楽はほん とうにヘ ビーな

ものと比べたら大 したことないよ。」「請求 された金額が

間違っていたけど， もともと高いんだか ら黙っていたっ

ていいや。」「このごろ じゃどんな映画にだってああいう

シーンはあるさ。」

ニーファイは悪魔が多 くの人々を罪に陥れる様子 をこ

う表現 しています。「麻縄 を彼 らの首 にかけて引っ張 っ

て行 き，ついには強い縄で，とこしえに彼 らを縛って し

まうのである。」(2ニ ーファイ26：22)麻 縄 とは麻から

作る細 くて白っぽい色をした縄です。麻は一本一本は柔

らか くて細 く，す ぐに切 れてしまいますが，縄 にすると，

手 ざわ りは柔らか くて もなかなか切れなくなります。こ
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のように，「少 しの罪」 を合理化 し続けていると，知 ら

ず知 らずの うちに巧妙 にサ タンに連れ去 られ，やが て

「強い縄」で縛 られてしまうのです。

むなしいこの世のもの

高慢や権力，富 も多 くの人々を義か ら遠 ざけます。息、

子アルマの時代，教会員は富 とむな しいもののために高

慢になってしまいました。 このため彼 らは人をあざける

ようになり，自分たちと同じ考え方をしない人々を迫害

しました(ア ルマ4：6-8参 照)。

不幸なことに，現代社会にあって名声は多 くの人々の

心 を捕 らえています。また，高慢 と物質主義のために，

人々は霊的な目標 を犠牲にし，地位や財産，権力 を求め

るのです。何年 もの間追放の身にあったロシアの作家ア

レクサン ドル ・ソルジェニーツィンは，「この国の民は

共産主義の圧政に苦 しんだが，西側の世界は物質主義に

よる圧迫 を受けている」 と警告 しています。さらにこう

言っています。「わた したちの社会を変革する場合，あ

なたがたの社会をその理想 にすることはできません。」4
かんいん

サ タンはわたしたちに姦淫や殺人を犯 させたり，銀行

強盗をさせた りする必要はあ りません。ただ，わた した

ちの心を最も大切 なものから背けさせるだけでよいので

す。

サタンの影響に打ち勝つ

では，わたしたちはどの ようにしてサタンに抵抗 し，

その誘惑か ら身を守ることができるでしょうか。そのた

めには，以下に挙げる原則を理解 し，実行に移 さなけれ

ばなりません。

■悪魔は最後には自分に従 う者を見捨てます(ア ルマ

30：60参 照)。 サ タンは大 きな報酬 を約束 しますが，結

局は悲 しみや惨めさ，崩壊を味わうだけです。サタンは

悪の根源であり，罪を犯 して苦 しむわた したちへのサ タ

わたしたちには，自分の生き方を選択する自由があるこ

とを忘れてはなりません。信仰が深 く 「勢いのある人」

であったニーファイ人の司令官モロナイは自由の旗を揚

げ，自分たちの宗教を守るために民を集めました。

ン の 反 応 は ， 笑 い と喜 び で す(3ニ ー フ ァイ9：2;モ ー

セ7：26参 照)。

■ こ の 世 的 な 保 証 を 求 め る道 へ の 誘 惑 に 落 ち た 人 は ，
こんすい

霊的な昏睡状態か ら目覚めなければなりません。 リーハ

イはレーマ ンとレムエルにこう嘆願 しています。

「おお，あなたがたは目を覚 ましていて もらいたい。

深い眠 りから，すなわち地獄の眠りか ら目覚め……なさ

い 。 ・ …

目 を覚 ま し な さ い ， 息 子 た ち よ。 義 の 武 具 を 身 に 着 け

な さい 。」(2ニ ー フ ァ イ1：13，23)

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー 副 管 長 は こ う語 っ て い ます 。
しゆうえん

「サ タンはその権力が終焉 を迎えようとしている今，考

え得 るあらゆる手段 を用いてわたしたちを欺き，堕落さ

せ ようとしています。

「悪魔の策略に対抗 して立ちうるために，神の武具で

身を固めなさい』 というパウロの言葉に従うことが，世

の初め以来今ほ ど求め られている時代 はありません。」5

義の武具 を身に着 けるには，霊的な事柄への口先だけ

の支持ではだめです。それを生活の中で第一優先に しな

ければなりません。

■『モルモン書』の中で度々言われていることは，サ

タンの誘惑 に打ち勝つように目を覚まして常に祈ること

です(ア ルマ13：28;15：17;34：39;3ニ ー ファイ

18：18参 照)。 この 「目を覚 ます」 とい う行動 は，軍の

基地で敵の攻撃を警戒 して絶えず行う警備の仕事にたと

えられます。ハロル ド ・B・ リー長老はこう述べていま

す。「敵の地図にはわた したち一人一人の弱点が入念に

記 されています。それ らは悪の軍勢には知 られてお り，

どれ一つでも防御 を緩めるやいなや，わた したちの陣地

は攻め込 まれ，人の魂が危機にさらされるのです。」6

わた したちは独 りではサタンに打ち勝つことがで きま

せ ん。サ タンは前世のことを知っています。ですから，

わた したちのことについて，わた したちにはまだ理解で

きないことを知っている可能性があ ります。したがって，

わた したちは絶えず祈 り，サ タンの力に打ち勝つことが

で きるように天の御父の助 けを求め なければな りませ

ん。ブ リガム ・ヤ ング大管長はこう教 えています。「日

の栄えの王国に席を得 ようとす る男女は，あらゆる義の

敵と日々戦 うことによ りそれを得なければならないこと

聖徒の道/1996年10月 号

23

虐



を知 るで しょう。」7

■サ タンの影響力を効果的に退けるには，神の言葉で

ある鉄の棒につかまることが どれほど大切かを理解 しな

ければなりません。示現の中の鉄の棒 に関するレーマン

とレムエルの質問に答えて，ニーファイは兄たちにこう

言い ました。「それは神の言葉であって，だれでも神の

言葉に聞き従 って，それにしっか りつかまる者は，決 し

て滅びることがなく，また敵対する者の誘惑や火の矢 も，

彼らを打ち破 って盲目とし，滅びに至らせることはない
……。」(1ニ ーファイ15：24)

鉄の棒にしっかりつか まるとは，聖文の中の原則 を理

解 し，それを日々の生活に取 り入れることです。

闘悪魔の影響に打ち勝つ努力をする中で，わた したち

は自分の人生は自分で選べ ることを心に留めなければな

りません。レーマ ン人サムエルはこう教 えました。「わ
はらから

たしの同胞よ，覚えてお きなさい。……罪悪を行 う者は

自分でそれを行 うのである。なぜな ら，あなたがたは自

由であ り，あなたがたは随意に行動することを許 されて

いるからである。見 よ，神はあなたがたに知識 を与えて，

あなたがたを自由にして くだ さったか らである。」(ヒ ラ

マ ン14：30)

「悪魔がそ うさせたのです」 とか，「どうしようもな

かった」という言い方は，自らの愚かな選択への誤った

認識であ り，口実で しかあ りません。預言者ジョセブ ・

スミスは言いました。「わた したちが悪魔 を受け入れな

いかぎり，悪魔 にわたしたちを支配する力はない。 しか

し，神か ら来るものに背いた瞬間，悪魔は力を得 る。」8

■心を改めて義 にかなった生活 を しようと決意すれ

ば，今す ぐにサ タンを縛 ることがで きます。「モルモ ン

書』の中には心の変化 を遂げた人々のことが記 されてい

ます。彼 らはこう言ってい ます。「わたしたち 〔は〕悪

を行 う性癖 をもう二度と持つ ことなく，絶えず善を行 う

望みを持つ……。」(モーサヤ5：2。 アルマ19：33も 参照)

『モルモン書』には，生涯 にわたってサタンを縛るこ

とので きた人のすばらしい例が記されています。アルマ

書第48章11節 か ら13節 に記 されたモロナイの性質に注 目

してみましょう。

「モロナイは 〔1〕屈強で勢いのある人であ り，〔2〕

完全な理解力を備 えた人であ り，また 〔3〕流血 を喜ば

ない人であった。そ して， 〔4〕自分の国が自由であ り，

同胞が束縛や奴隷の状態 にないことを喜びとした人であ

った。

まことに彼は，〔5〕神が民に授けて くださった多 くの

特権 と祝福 について，神への感謝で胸 をいっぱいにした

人であ り，〔6〕民の幸いと安全のために大いに働いた人

であった。

また彼 は，〔7〕確固としてキリス トを信 じた人で 〔あ

った。〕」

モロナイに深い慈 銘を受けたモルモンはこう語ってい

ます。「まことに，まことに，わた しはあなたがたに言

う。 もし過去，現在，未来のすべての人がモロナイのよ

うであれば，見 よ，地獄の力でさえもとこしえにくじか

れてしまい，また悪魔は決して人の子 らの心を支配する

力を持たないであろうd」(ア ルマ48：17)

・これまで述べてきたような性質を身に付けてそれを高

めることができれば，わたしたちは悪魔の力か ら身を守

ることがで きるようになります。確かにモロナイは自分

と民がどうすればサタンの力に打ち勝つ ことができるか

を理解 して，模範を通 して民を導 きました。『モルモ ン

書』は，わたしたちも同じ方法で悪 と閣 うことがで きる

ことを教えて くれているのです。□

注
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ン ソ ンの 教 え』p.56

2.「 霧 の 中 を 通 り抜 け る」 『聖 徒 の 道 』1984年7月 号 ，p.48

3.OoηfbreηceRepor亡 『大 会 報 告 』1907年10月 号 ，p.62

4.ア レ ク サ ン ドル ・ソ ル ジ ェ ニ ー ツ ィ ン，AWorldsplf亡
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卒 業 式 で の 講 演 よ り

5.「IHistoricConferencesCometoEndl℃hロrchNews「 歴

史 的 大 会 幕 を閉 じる 」 『チ ャー チ ニ ュ ー ズ 』1975年7月5日 付 け ，

P.10

6。11PowersoftheGospelll血1provemeη 亡Era「 福 音 の持 つ

力 」 『イ ン プ ル ー ブ メ ン ト ・エ ラ 』1949年11月 号 ，p737

7，11Remarksl「Desere亡NewsWeekly「 批 評 」 『デ ゼ レ ト ・

ニ ュ ー ズ ・ウ ィー ク リー 』1864年12月28日 付 け ，p.98

8，Teachfηgsof亡heProphe亡 ノosephSmf亡h『 預 言 者 ジ ョセ
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p.181
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「耐 え 忍 ん で走 りぬ こ うで は な い か 。

信仰 の 導 き手 であ 〔る〕 イ エス を仰 ぎ

見 つつ ，走 ろうで はな い か 。」(ヘ ブル

12：1-2)

忍喋塑望醗留襲論
つ べ き重 要 な特 質 の一 つ と して， 忍耐

を挙 げ ま した(モ ー サ ヤ3：19参 照)。

預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は，忍 耐 に は

わ た した ちを精錬 す る役 割 が あ る こ と

を学 び ま した 。 忍耐 は ， 「さ らに優 れ

た， 永遠 の重 み の あ る栄光 」へ とわ た

したち を備 え て くれ るの です(教 義 と

聖 約63：66)。 他 方 ， 忍 耐 の 欠如 は ，

少 な くとも一つ の 基本 的 な問 題 を生 み

出 します。 人生 で 必要 な教 訓 ，特 に逆

境 か ら得 られ る教 訓 を学べ な くな るの

です 。

「焦 って よ り多 くを求 めて も，実 際に

得 られ る もの は少 ない 」

わ た した ちに は， しなけ れ ば な らな

い こ とが た くさんあ りす ぎて， い らい

らす る こ とが よ くあ ります。 す べ て を

きち ん とや りた い， すべ て の こ とを こ

な した い と思 い ，慌 た だ しく 口常 の仕

事 を片付 け た り，家 族 に対 す る責任 を

果 た した りします。 時 に は，奉 仕 をす

る と きで さえ，慌 ただ し く行 うこ とが

あ ります 。 あ る女性 は 自分 の慌 ただ し

い 行 為 を こ の よ う に 認 め て い ます 。

「夜 ， わ た しは子 供 た ち を一列 に並 ば

せて ，効 率 的 におや す み の キス をす る

こと さえあ るん です 。」

しか し， 人生 は焦 って駆 け抜 け るに

は， あ ま りに もか けが え の ない経 験 の

場 で す 。 十 二 使 徒 定 員 会 会 員 の ニ ー

ル ・A・ マ ックス ウェル 長老 は この よ

う に述 べ て い ます 。 「忍 耐 が な い と，

㎜一 一 「

家庭訪問メッセージ

耐え忍んで走る

わ た した ち は人生 か ら多 くを学 べ ませ

ん 。見聞 きす るこ と も，感 じる こ とも，

少 な くな ります。 皮 肉 に も， 焦 って よ

り多 くを求 めて も，実 際 に得 られ る も

の は少 ないの です 。」(Eηsfgη 『エ ンサ

イ ン』1980年10月 号 ，p.29)

さ ら に深 刻 な こ とに， 忍 耐 の 欠 如 ，

特 に逆 境 に対 す る忍 耐 の欠 如 は， 霊性

をむ しばむ弱 さに つ なが る こ とが あ り

ます 。 しか し試 練 は， 忍耐 す る こ とに

よ り， わた した ちに経 験 を与 え ，最終

的 には わた した ちの益 とな ります(教

義 と聖 約122：7参 照)。 逆 に， 試 練 に

遭 った とき忍耐 しな い な ら， わ た した

ち は と うて い最 後 まで堪 え忍 べ な いで

し ょう。

かぎ

忍耐の鍵は信仰である

わた した ちは皆 ， ス トレスの 少 ない

生活 を求 めて い ます。 しか し， ど う し

た らス トレス を軽 減 で きるか分 か らな

い 時が あ ります。 必 要 なの は， 永遠 の

見 地 に立 っ た物 の見 方 と主 に対 す る 言

仰 です 。 マ ックス ウェ ル長 老 は この よ

う に指 摘 して い ます 。 「忍 耐 とは ， 自

分 の置 か れ た状況 をあ れ これ心 配 す る

響
鰍
1籔

い けい

こ とで はな く，驚 きと畏 敬 の念 を もっ

て 神 の 目的が 成就 され る こ とを前 向 き

な 態 度 で 見 守 る こ とで す 。」(同 上 ，

pp.28-29)

シル ビア ・ローゼ ン姉妹 は，確 かに ，

信 仰 に よ る忍 耐 の力 を学 び ま した 。 ロ

ー ゼ ン姉 妹 はユ タ出 身 の若 い 姉 妹 で
，

4人 の子 供 を独 りで育 て てい ます 。子

供 の 一 人 は 自閉症 に似 た重 度 の発 達障

害 を持 って い ます。 そ れ だけ で もすで

に大 きな苦難 で あ りなが ら，彼 女 自身 ，
がん

か な り進 行 した癌 に 冒 されて い る と診

断 され て し まい ま した。 しか し天 父へ

の信 仰 を新 た に した彼 女 は， 幾つ か の

活 動 をやめ ，最 も優 先 川頁位 の 高 い事柄 ，

す なわ ち家 族 の世 話 と自分 の病気 の治

療 に専念 し ま した。

彼 女 は今 も人生 の苦 難 と闘 ってい ま

す が， 主 を待 ち望 む美 しい精 神 に よっ

て ，生 活 のあ らゆ る面 で安 らぎを得 て

い ます 。健 康状 態 が 許す か ぎ り，友 人

の ため にプ レゼ ン トを作 り，慰 めが 必

要 な隣 人 に食 事 を届 け てい ます 。 ほか

の 人 に与 えれ ば与 える ほ ど，彼 女 の表

情 は穏 や か に なっ てい きます。 彼女 は

この よ うに 述べ て い ます 。 「わ た しは

自 らのす べ ての信 仰 と忍耐 を必 要 とし

て い ます 。生 きる ため に懸 命 に闘 って

い るので すか ら。」

ロー ゼ ン姉 妹 は イザ ヤの 約 束が真 実

で あ る こ と を学 び ま した。 「主 を待 ち

望 む者 は新 た な る力 を得， わ しの よう

に翼 を は って ，の ぼ る こ とが で き る。」

(イザ ヤ40：31)

●主 が わた したち に期 待 さ れる すべ

て の務 めを ，ど うすれ ば果 た せる で し

ょ うか。

●忍 耐 を学 ぶ こ とに よ って ，あ なた

の 信 仰 は どの よ うに強 め られ るで しょ

うか 。 □



わたしの

改宗の
奇跡
ジ ェル メ ー ヌ ・エ ミ リー ・

オ ー シ ャ トレル ーゲ イ

38年9月 ， 当 時 わ た し は15歳 で ，

19 ス イ ス， ボー 州 の ジュ ネー ブ と

ローザ ンヌ の間 にあ る小 さな村 ギ リー

に住 んで い ま した。

あ る 日，学校 か ら帰 る と，母(ジ ュ

ヌ ビエ ー ブ ・エ ミ リ」 ・ポー リー ヌ ー

ゲイ)が 二 人の 紳士 と話 してい ま した。

一 人 は カナ ダ出 身
， もう一 人 はア メ リ

カ出 身の 人で した。 二人 は 末 日聖徒 イ

エ ス ・キ リス ト教 会 の宣 教 師で ，近 く

の ニ ョン村 に住 んで い ま した。 母 は二

人 の フ ラ ンス語 が 上達 す る よう協 力 し

て い ま した。母 は彼 らの役 に立 て るの

が とて もうれ しい と言 い ， わた しも彼

らに何 度か 会 い ま した。 ところ が， あ

る 日， 母か らその 若 い紳士 たち がニ ョ

ン を去 っ て し ま っ た と聞 か さ れ ま し

た。 そ れか ら数 年 間 とい う もの ，母 と

わ た しは， 彼 らは今 ご ろ どう してい る

だ ろ うか，と思 い をはせ た もの で した。

わた しは成長 して結 婚 し， 夫 とと も

に フ ラ ン ス 中 部 へ 引 っ越 し ま し た 。

1990年 に ピ ュイ ド ドーム に ある ボー モ

ン とい う小 さ な町 に住 ん で い た と き，

ふ と， 最 新 の 出 来 事 を掲 載 し た雑 誌

『視 点 』 の あ る記 事 に 目が 留 ま りま し

た。 そ の記事 は 「ア ダム とエバ 以 来 の

人類 の統 計調 査 」 と題 す る もの で， 末

日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の系 図探

求 と死者 の ため の バ プテス マ につ い て

述 べ て い ま した。

読 み なが ら， わ た しは半 世紀 以 上 も

昔 に引 き戻 され た よ うな大 きな シ ョ ッ

ク を受 け ま した。その記 事 を読 ん だ後 ，

数 日間， わ た しは何 か を しな けれ ば な

らない とい うよ うな気持 ちで落 ち着 き

ませ んで した。いつ も深 い信 仰 を持 ち，

ほか の宗教 に対 して寛大 な心 を持 って

いた母 の こ とを考 え ま した。 母 は1978

年 に亡 くな りま した。1937年 に亡 くな

った父 の こ と も考 え ま した。

つ い にわ た しは， そ の記事 に載 って

い たユ タ系 図協 会 のバ トリック ・コ ッ

ピ ン部 長 に手 紙 を書 き ま した。 わた し

の 父 と母 の名 前 を末 日聖徒 イエ ス ・キ

リス ト教会 の系 図 に載せ て くれ るか ど

うか， そ して教 会 の祝 福 を受 け られ る

か どうか尋 ね た の です 。手 紙 に は，両

親 の 出生， 結 婚 ，死 亡 年月 日を書 き添

えてお きま した。

その ほ か に も， 以 下 の名 前 と住所 を

書 きま した。 カ ナ ダの アル バ ー タ州 カ

ー ドス トンの ブ リガム ・Y・ カー ド長

老 と ソ ル トレ ー ク ・シ テ ィー の ジ ェ

イ ・リー ズ長 老 です 。 二 人 は52年 前 ，

母 が も らっ た写真 の裏 に名前 と住所 を

書 いて くれ て いた ので す。

3週 間後 ， カー ド長 老 か ら手 紙 を受

け取 りま した 。喜 ん で わた しの 父 と母

の 身代 わ りと して神殿 の儀式 を受 け る

と書 い て あ りま した。 彼 の手 紙 を読 み
ほお

なが ら，涙 が頬 を伝 い ま した 。しか し，

こ れが 両親 に とって どん な こ とを意 味

す るの か分 か った の は数 日後 の ことで

した。1990年6月28日 ， カ ー ド長 老 と

奥 さん ，そ して娘 さん とそ の ご主人 が

身代 わ りを務 め， わ た しの両 親 は ジ ョ

ー ダ ン リバ ー神 殿 でバ プテ スマ
，エ ン

ダ ウメ ン ト，結 び固 め を受 けた のです 。

この よ うに してわ た しの両 親 は神 殿 の

祝 福 を受 け ま した。

一 方
， コ ッピ ン兄 弟 は ジ ュネ ー ブの

伝 道本 部 へ も連 絡 を取 っ て くれ てい ま

した。5月 に わ た しは専 任 宣 教 師 の ビ

左下 ジェルメーヌ ・エミリー ・

オーシャ トレルーゲイ ，22歳(右)

と母親の ジュヌ ビエー ブ ・エミ リ

ー ・ポーリーヌーゲイ
，75歳(左)。

右ペー ジ ジェルメーヌは，二人

の若い訪問者から50年 もしてから

大 きな影響を受けることになろう

とは夢にも思わなかった。
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一一 一 「

シ ョソプ長老 か ら電 話 を も らい， ク レ

ー ル モ ンの 近 くに 教 会 堂 が あ る こ と

と， そ こに い る宣教 師 の電 話番 号 を教

えて もらい ま した。 そ の 日の 晩，教 え

られ た宣 教 師 に電話 をか け，翌 日に教

会堂 で会 い ま した。 福音 へ の 門戸 が わ

た しの前 に 開か れた ので す。

次 の 日曜 日， 教会 堂 で 開か れ た集会

に 出席 し， ユ タ州 プ ロホ 出身 のベ アー

兄弟 姉妹 とい う夫婦 宣 教 師か ら宣 教 師

の レ ノス ンを受 け る約 束 を しま した 。

そ して ，1990年7月24日 にバ プ テ ス マ

を受 け ま した。

わ た しは ス イス神 殿 に参 入 し， わ た

しの支 部 の 家族 歴 史セ ンター で働 くに

つ れ て ，教 会員 とな った喜 びを ます ま

す 強 く感 しる よ うに な りま した。 そ の

後 ，1994年9月 ， アメ リカ とカナ ダへ

の旅 行 中， カー ト長老 と奥 さん に会 い

・ま した。 二 人 は アルバ ー タ神殿 で わた

しが 両 親 と結 び 固め られ る際 に身代 わ

りと して儀 式 を受 け て くれ ま した。 こ

う して， わ た しの両 親 と先祖 や 子孫 と

の永遠 にわ た るつ なが りが 始 ま ったの

です。

何 年 もの 間， わ た しは 自分 の霊 的 な

必 要 を満 た し， 亡 くなっ た愛す る家族

と一 つ に して くれ る教 会 を探 してい ま

した。 こ う して今 わ た しは，奇 跡 的 な

方法 で神 殿 の祝 福 を受 け， この祝 福 を

愛 す る家族 と分 か ち合 うこ とが で きた

の です。 □
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持ちが しました。

翌 日の早朝，わた した ちは しと

・しと雨の降る中，廊下 に整列 しま

した。雨 よけの ジャケッ トを着 た

軍曹が，わた しの恐 れていた命令

を下 しました。「カ トリックはこち

ら，プロテス タン トはこちらに並

べ1」 全員が並び終わった ときに，.

わた しだけが二つの列の真ん中に

立っていました。

軍曹は辺 りを ぎう りと見渡 し，

こう叫びました。「おまえは どっち

だ。」

「分か りません。わた しは末 日

聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会員です。」

軍曹 は恐ろ しい 目つ きでわた しをに らみつ けると，

「おれについて来い」 と命令 しました。

わた しは従軍牧師の兵舎に連れて行かれました。中に

は日曜の集会の準備 をしている牧師が見えました。軍曹

が ドアをどんどんとノックすると，中か ら入 るようにと

言う声が しました。雨降る中，兵舎 に入ると，法衣に身

を包み，首の回 りにカ トリック司祭の詰め襟 をした紳士

が迎えてくれました。

軍曹は不満そ うに 「こいつは末 日聖徒 です」と言 うと

雨の中に消えて行 きました。

司祭はわたしに中に入って座るように言 うと， もう一

人の牧師 とこの特別 な状況をどう処理すればよいか相談

し始めました。結局，決定はわたしたちの教会について

もっとよく聞いてか らということにな り，「あなたの教

会では どんなことを信 じているのですか」 と聞かれまし

た。

最初はどう言ってよいか分か りませんでしたが，突然

心にひらめ くものがあ りました。わたしは信仰箇条を暗

唱し始めたのです。「わた したちは，永遠の父なる神と，

その御子 イエス ・キリス トと，聖霊 とを信 じる。」

二人はなるほ どとうなず きました。

続 けて言い ました。「わた した

ちは，人は自分の罪のゆえに罰せ

られ，アダムの背 きのゆえには罰

せ られないことを信 じる。」

この時点で，司祭の一人が プロ

テス タン トの牧師のところへ行っ

た方が よいだ ろうと提 案 しま し

た。

プロテスタントの牧師が集会の

後で，わたしの兵舎 に来て集会の

印象について聞いてきました。わ

たしは自分の慣れ親 しんだ もの と

はまった く違うと告げ ました。

その牧師はいすを引 き寄せて座

ると「末 日聖徒はほかにどんなことを信 じているのかね」

と尋ねてきました。同 じ部屋にいた士官候補生 も，近 く

に寄ってわたしの言葉 に耳 を傾 けました。信仰箇条を全

部そらん じるのはほんとうに心踊る経験でした。わた し

が 『モルモ ン書』について，どういう意味でこの書物が
あかし

イエス ・キリス トの第2の 証 と呼べ るのか話 したときに，

だれもが興味を持って くれ ま.した。

その夜遅 く母に長距離電話 をかけ，困難な状況がどの

ようにして伝道の機会 に変わったのか話 して聞かせ まし

た。 また友達 になった牧師にプレゼン トするのに，『モ

ルモ ン書』を1冊 送って くれるようお願い しました。

1週間が過 ぎ， とうとう 『モルモン書』が届 きました。

裏表紙に自分の証を書 き込み，これもまた母が送って く

れた信仰箇条のカー ドを1枚挟んで入れました。牧師は

喜 んでそのプレゼ ントを受け取 ってくれました。また必

ず読むと約束 して くれました。

その牧師の生活が 「モルモン書』を通 して変わったの

か どうかわたしにはまった く分か りません。 しか し，振

り返って見ると，喜んで真理に堅 くつ くこと，信仰箇条

を理解することの大切 さを，天父が どのように して教 え

て くださったのかがよ く分か ります。□
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